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2. (1) 図省略。

(2) −π/2 < x < −πについて、f(x) = −x − πとして、周期的に拡張すれば、
f(x)は奇関数となる。したがって、もとの関数はこの一部であるから、 an = 0.
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3. (1) 図省略。f(x)は偶関数である。

(2) (1) より bn = 0
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